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饂部っ雪1躾機亀筐験竃≪彰?

議ce畿 なっ ね饉鯵鰺爾饉

ある研究によると、1歳児の赤ちゃんは1時間で松んと 2,300歩、距離にして 700mもの距離を歩きます。しかも、ただ真つすぐ規貝」

正しく前に歩くというだけではありません。前後左右へとあらゆる方向へ曲がりくねりながら、そこらにあるような手頃なものを手あた

り次第に持ち込んだりもします。ママ・パパは一瞬も目が離せません。                          ｀`――ヽ、、

響≫翼 不≫笏 讐≫甦

赤ちゃんにとつて歩くことは、目的地の移動ではなく、それ自体を楽しむ旅路なのです。

旅路といわれても、一緒に歩きまわされる大人はたまつたものじゃありません。でも実は、お散歩中のママ・パパは、

ただの安全管理者ではありません。とくに意識していなくとも、赤ちゃんとママ・パパはお互いを目で確認したり、

声をかけあつたり、触れ合ったりするなかで動きが同調しているのです。

楽し気なものを見つければ「さわってごらん」と笑顔を見せたり、危ない段差が近づけばF気をつけて」と声をかけたり。見方によつては

一緒にダンスを踊つているようなものです。研究では、このダンスを通じて赤ちゃんが世界についてたくさ 学んでいく可能性が

示唆されています。
ξO込

あてもなく動きまわる赤ちやんとのお散歩は本当に大変ですよね。でも、

お散歩をダンスと思えば 道端に咲く花や何気ない地面の凸凹、水たまりなんかも

いつもとは違つてみえてくるかもしれませんね。

『いちばん はじまり」

～
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穐 行
大人が仰向けに寝て、ひざを

たてます。

子どものおなかが、足のすね

の部分にくるように乗せます。

子どもは、飛行機のまうに手と

足を広げてバランスをとります。

個回固目囲鵬
足の農に乗せるとスリル満

点 ! 子どもの乗せる位置は

パランスのとりやすい場所に

しましょう。 (おへそより上

の位置にするとバランスが取

りやすいようです)
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動物たちが森のお風呂で、ごしごししゅつしゅ |

身近なおふろをテーマ|こ した、とっても愉快な

絵本です。

子ども達にも馴染みのあるお風呂での洗いつこ

を、森の動物たちが<りひろげます。絵本の中の

「ごしごし しゅっしゅ」の擬音の繰り返しも、

子どもたちを弓|き付けます。

物語のクライマックス「ドボーン !」 のシーンも

見逃せませんよ。

ゞ
″〆 ボール (使う子どもの頭くらいの大きさ)におな

かを乗せて、飛行機のように手と足を広げてバラン

スをとってみましょう。

しっかり顔を上げて、かっこtヽしヽ飛行機になって

ください。誰が、かっこいい飛行機に変身できるで
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苗底買Dl鵬薔  10月 24日 (月 )

成田公目にて 10時～

<小麦紛粘土>を します。

|

_r―_5=一 言′~i,I｀
■二‐・ =′‐・ 「'

,選渕まこん
どんな顔し鰹ら

笑)総議?′

(

月二月

ヽヽ
)'

tIの 1書 11・ 粘上の感触を楽 しみますよ I

小麦アレルギーの方はご遠慮くださしヽ

*お手拭きタオルをご用意くださいG

頷撓睫饂辟豊魃絣釉

σ辣亀饒颯颯颯仄蜃鼈鞣機

子どもたちのようす

乳幼児から学壼期まで、幅広くあそば

れています。ことばを覚えたてのゼロ

歳児も、“ぁっぶっぷ"の ところが大好

きで、そこだけ口まねしたり、 1人 で

歌っている光景をよく見かけます。大

きくなると.いろんな変な顔をつくっ

て楽 しんだり、見て楽しんだり.奥の

かか～ぃぁそびです。

だるまさん だるまさん

'   ` '   t‐,
t  る ' し

´今・ ヽ

`ず
―さん

鸞
饉

・か
鷲　
　
　
鬱

．蝉綺艤・い蝉醸

・畷
藤
凛蒙機
が
摯

・・
と

年

鼠

楓

キ

ト油

JB

瑠餓

醸
観
翻か

「・懸
鋤
魂

一

Ｅ

≡

く

キ

て

）
〓

壼

テ

絶

応

ん

ズ

陰

り

篤

凱
　
　
　
理

責
ブ
　

熱

計

ソ
　
　
燎

嚇一訥
轍
彙
ニ

鑢
観
醸
卸
幅

″
）

レ
　
”　
ス

ヽ

カ

　

ウ

漣

ア レル ぽ Qを もつ電]も ⑮い 0(B

=|四
大アレルギー用レシビには
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食ズ惨くぅス
きどんでな

参力應 れるにあたつてのお願い

。参加されるご本人、または同居のご家族に375度以上の発熱、

咳などの風邪症状がある方/)｀いる場合は

参加できません。

・大人の方は必ずマスク着用して<ださい。
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対応レシピアプレギー

大題 なたね油を使用
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